
楊
雄

「
萄
都
賦
」

と
都
巳
賦

嘉

語五

達

男

辞
賦
は
漢
代
に
盛
行
し
た
文
学
様
式
で
あ
り
、
中
で
も
都
邑
を
主
題
と
す
る
大
賦
は
、
辞
賦
文
学
を
代
表
す
る
一
群
を
な
し
て
い

る
。
か
の
『
文
選
』
の
冒
頭
を
飾
る
分
類
が
京
都
賦
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
主
題
が
い
か
に
重
視
さ
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
都
邑
賦
努
頭
の
作
と
さ
れ
る
の
が
楊
雄
(
前
五
三
1
後
一
八
)
の
「
萄
都
賦
L

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
萄
の
都
、
成
都
の
広
大
雄
偉

に
し
て
繁
栄
す
る
様
を
詠
う
大
作
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
作
品
の
真
偽
に
つ
い
て
疑
義
が
出
さ
れ
て
い
る
上
、
全
文
は
遺
っ
て
い
な
い
。

表
現
も
難
解
な
部
分
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
筆
者
は
先
に
「
楊
雄
「
局
都
賦
L

語
注
し
(
『
拳

林
』
五
一
号
、
二

O
一
O
年
、
中
国
芸
文
研
究
会
)
を
発
表
し
、
「
萄
都
賦
」
全
文
を
校
訂
の
上
、
注
釈
を
施
し
、
訓
読
と
現
代
語
訳

を
行
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
成
果
に
基
づ
き
、
「
萄
都
賦
L

の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

352 (1) 

「
萄
都
賦
」
の
真
偽
に
つ
い
て

ま
ず
「
萄
都
賦
」
の
真
偽
に
つ
い
て
質
し
て
お
こ
う
。
「
萄
都
賦
」
が
偽
作
で
あ
る
可
能
性
を
言
う
根
拠
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま

ず
、
現
存
す
る
「
萄
都
賦
」
を
収
録
す
る
の
が
『
古
文
苑
』
で
あ
り
、
『
古
文
苑
』
は
偽
作
を
収
め
た
書
と
疑
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
「
萄

都
賦
」
に
関
す
る
言
及
が
、
『
漢
書
』
楊
雄
伝
や
芸
文
志
ほ
か
に
見
え
な
い
こ
と
。
ま
た
京
都
賦
の
作
者
に
影
響
を
与
え
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
彼
ら
か
ら
の
言
及
の
な
い
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。



351(2) 

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
熊
良
智
「
拐
雄
『
易
都
賦
』
秤
疑
」
(
『
文
献
』
一
一

O
一
O
年
一
期
、
羽
目
文
献
出
版
社
)
は
、
「
罫
都
賦
」

の
一
部
が
『
古
文
苑
』
以
前
の
両
晋
か
ら
唐
代
の
古
注
や
類
書
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
北
斉
の
司
馬
暦
之
が
楊
雄
寸
局
都

賦
L

に
注
を
加
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
韻
字
を
通
押
さ
せ
る
状
況
が
楊
雄
の
他
の
作
品
や
萄
方
言
と
一
致
す
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
、
「
萄
都
賦
し
が
楊
雄
の
真
作
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
と
断
じ
て
い
る
。

「
局
都
賦
」
を
引
用
す
る
文
献
に
つ
い
て
、
熊
氏
の
説
を
補
う
べ
く
筆
者
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
宋
代
ま
で
に
「
局
都
賦
」
を
引
用

す
る
書
物
と
し
て
以
下
の
も
の
が
見
出
せ
た
。

楊雄「萄都斌」と都邑賦

『
後
漢
書
』
王
符
伝
李
賢
等
注
。

『
宋
室
田
』
謝
霊
運
伝
所
引
「
山
居
賦
L

自
注
。

『
水
経
注
』
江
水
一
。

『
北
堂
書
紗
』
巻
一
四
二
、
巻
一
五
回
。

司
芸
文
類
緊
』
巻
六
一
。

『
太
平
御
覧
』
巻
一
五
六
、
巻
七
五
六
、
巻
八
二

O
、
巻
九
六
六
、
巻
九
七
七
。

『
事
類
賦
』
巻
二
七
。

「
玉
海
』
巻
二
四
、
巻
一
五
一
、
巻
一
六
九
。

『
李
善
注
文
選
』
斑
固
「
西
都
賦
」
、
張
衡
「
西
京
賦
」
同
「
南
都
賦
」
、
左
思
「
萄
都
賦
L

、
同
「
呉
都
賦
L

、
同
「
貌
都
賦
L

、
飽

照
「
蕪
城
斌
」
、
郭
瑛
「
江
賦
」
、
沈
約
「
鍾
山
詩
応
西
陽
王
教
詩
」
、
謝
霊
運
「
入
華
子
山
岡
是
麻
源
第
三
谷
詩
L

、
曹
植
「
七

啓
L

、
顔
延
之
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
、
王
融
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
、
劉
孝
標
「
広
絶
交
論
L



そ
し
て
上
記
諸
書
に
引
用
さ
れ
た
楊
雄
「
萄
都
賦
」
を
取
り
出
す
と
、
次
の
四
六
六
字
と
な
る
(
:
・
と
:
・
の
聞
に
示
し
た
ア
ラ
ビ
ア

数
字
は
、
『
古
文
苑
』
に
あ
る
が
上
記
諸
書
に
引
用
の
な
い
文
字
の
数
)
。

126 輯

萄
都
之
地
、
古
田
梁
州
。
再
治
其
江
、
停
皐
繭
望
、
欝
乎
青
葱
:
・
担
・
:
玉
石
署
琴
、
丹
青
玲
瀧
、
・
:
4
・
:
石
鱒
水
嫡
:
-
m
:
・
於

近
則
有
暇
英
菌
芝
、
玉
石
江
珠
。
於
遠
則
有
銀
鉛
錫
碧
、
馬
犀
象
購
入
。
西
有
腫
泉
鍛
冶
、
橘
林
銅
陵
・
:
8
・
:
其
穿
則
有
期
牛
児

施
、
金
馬
碧
難
。
:
・

4
:
・
蒼
山
隠
天
:
-
m
:
霜
雪
終
夏
:
・
ロ
:
五
硫
参
差
・
:
詑
・
:
彰
門
嶋
蝋
:
・
日
:
北
属
昆
民
間
:
・
印
・
:
分
川
並

注
、
合
乎
江
州

0

・
:
白
:
・
其
竹
則
:
・

8
:
・
宗
生
族
慣
、
俊
茂
豊
美
・
:
ロ
:
・
爽
江
縁
山
、
尋
卒
而
起
:
・
日
:
・
其
深
則
有
漏
瀬
沈
鰐
、

水
豹
蚊
蛇
:
・
8
:
・
幹
含
珠
而
撃
裂
:
・

2
:
・
其
都
門
二
九
、
四
百
館
問
。
雨
江
耳
其
市
、
九
橋
帯
其
流
:
・
出
:
・
秦
漢
之
徒
、
元
以
山

東
:
・
叩
:
・
宜
竹
。
浮
流
亀
瞳
、
竹
石

ju---風
胎
雨
散
。
衆
物
骸
日
:
・

4
:
・
樹
以
木
蘭
:
・
苅
:
・
百
華
投
春
、
隆
謄
芽
芳
、
蔓
若
焚

郁
、
翠
紫
青
黄
、
麗
贋
摘
燭
、
若
揮
錦
布
繍
、
望
主

tぶ
7

無
幅
:
-
M
A
-
-
-
其
布
則
細
都
弱
折
、
綿
融
成
妊
・
:
8
:
・
蜘
妹
作
耕
、
不
可

見
風
、
簡
中
黄
潤
、
一
端
敷
金
。
離
鎮
釦
器
、
百
伎
千
工
・
:
日
:
・
方
鞍
斉
載
、
隠
秒
幽
輯

ju---乃
使
有
伊
之
徒
、
調
夫
五
味
、

甘
甜
之
和
、
勺
薬
之
葉
。
江
東
胎
飽
、
臨
西
牛
羊
。
薙
米
肥
席
、
塵
塵
不
行
。
鴻
挟
檀
乳
、
濁
竹
孤
鵠
、
焔
鵠
、
被
枇
之
胎
、
山

麿
髄
脳
、
水
遊
之
映
、
蜂
豚
鷹
属
、
被
鶏
震
売
、
裁
鵬
初
乳
、
山
鶴
既
交
、
春
芸
秋
閥
、
謄
般
亀
肴
。
杭
田
播
驚
、
形
不
及
勢
、

五
肉
七
菜
、
膿
献
糎
牒
。
可
以
練
一
紳
養
血
脈
者
、
莫
不
畢
陳

0

・:
2
・
:
其
俗
、
迎
春
送
冬
、
百
金
之
家
、
千
金
之
公
・
:
8
・
:
若
其

士
口
日
嘉
舎
、
期
於
送
春
之
陰
、
迎
夏
之
陽
・
:
8
・
:
置
酒
乎
柴
川
之
開
宅
、
設
坐
乎
華
都
之
高
堂
。
延
雌
揚
幕
、
接
帳
連
岡
:
出

眺
朱
顔
離
緯
一
管
・
:
8
:
・
若
其
遊
怠
魚

t
、
部
公
之
徒
、
相
奥
如
平
陽
、
頗
巨
沼
、
羅
車
百
一
来
、
期
金
日
投
宿
。
観
者
方
提
、
行
蛤
競

U
E

つu
o

、
主

Fb
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『
古
文
苑
』
が
収
録
す
る
「
萄
都
賦
」
は
一
四
五
二
字
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
調
査
に
拠
れ
ば
一
二
分
の
一
程
度
が
『
古
文
苑
』
以
外
の
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宋
代
以
前
の
書
物
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
中
に
は
百
字
以
上
連
続
し
て
引
用
を
欠
く
部
分
も
あ
る
が
、
引
用
は
全
体
か
ら

ほ
ぼ
満
遍
な
く
な
さ
れ
て
お
り
、
全
篇
の
構
成
を
概
ね
保
っ
て
い
る
。

楊雄「萄都賦」と都邑賦

引
用
さ
れ
た
文
献
を
見
て
み
る
と
、
多
く
は
晋
代
以
降
の
書
物
で
あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
古
い
の
は
『
李
善
注
文
選
』
所
収
張
衡

「
西
京
賦
し
の
注
で
あ
る
。
張
衡
(
七
八

1
一
一
一
一
九
)
「
西
京
賦
」
の
注
に
は
李
善
が
醇
綜
の
注
を
一
部
用
い
て
お
り
、
そ
の
中
に
楊
雄

「
萄
都
賦
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
醇
綜
は
三
国
呉
に
仕
え
た
人
物
で
、
二
四
三
年
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
張
衡
「
西
京
賦
L

醇
綜
注

が
楊
雄
「
萄
都
賦
」
を
引
く
最
も
古
い
文
献
に
な
る
。

た
だ
し
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
に
宋
代
以
前
の
書
物
に
何
度
も
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
っ
萄
都
賦
」
は
ま
ち
が
い
な
く
楊
雄
の
真
作
で

あ
る
、
と
す
る
の
も
早
急
で
あ
ろ
う
。
楊
雄
が
没
し
た
一
八
年
以
後
、
醇
綜
が
注
に
引
用
す
る
ま
で
の
二
百
年
以
上
も
の
問
、
楊
雄

「
萄
都
賦
」
に
つ
い
て
い
か
な
る
言
及
も
見
当
た
ら
な
い
の
は
不
審
な
こ
と
で
あ
る
。

楊
雄
の
辞
賦
作
品
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
・
詩
賦
略
に
「
揚
雄
賦
十
二
篇
L

と
の
記
述
が
見
え
る
。
た
だ
し
漢
志
・
詩
賦

略
・
陸
貰
賦
の
属
の
末
尾
に
は
っ
入
揚
雄
八
篇
」
と
班
国
自
注
が
あ
る
か
ら
、
劉
向
・
劉
款
が
『
別
録
』
『
七
略
』
を
編
纂
し
た
当

初
、
楊
雄
賦
の
著
録
は
四
篇
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
漢
書
』
芸
文
志
に
言
、
つ
「
揚
雄
賦
十
二
篇
」
の
篇
名
が
全
て
明
確
な
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
中
に
『
漢
書
』
楊
雄
伝
に
引
か
れ
る
四
大
賦
「
甘
泉
賦
」
「
河
東
賦
」
「
校
猟
賦
し
っ
長
楊
賦
し
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
が
、
ほ
か
に
『
漢
量
百
』
に
名
の
見
え
る
「
反
離
騒
」
「
広
騒
L

「
畔
牢
愁
」
や
「
解
瑚
」
「
解
難
L

「
酒
賦
」
、
『
古
文
苑
』
に
収

め
ら
れ
る
「
太
玄
賦
L

「
萄
都
賦
」
「
逐
貧
賦
」
ほ
か
、
供
匂
が
伝
わ
る
つ
襲
霊
賦
」
も
そ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
広

騒
」
「
畔
牢
秋
山
」
は
散
侠
し
、
「
薮
霊
賦
し
は
侠
句
の
み
で
あ
り
、
「
太
玄
賦
L

は
偽
作
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
後
漢
の
頃
に

は
既
に
楊
雄
の
辞
賦
作
品
は
混
乱
を
来
し
て
い
た
。

更
に
言
え
ば
、
前
漢
の
辞
賦
作
品
は
現
在
で
は
そ
の
大
半
が
失
わ
れ
て
い
る
。
『
漢
書
』
芸
文
士
山
・
詩
賦
略
に
は
合
計
千
四
篇
が
著

録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
供
句
や
篇
名
の
み
伝
わ
る
も
の
を
含
め
て
も
七
十
篇
前
後
で
あ
る
。
実
に
九
百
篇
あ



い
ま
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
著
録
さ
れ
た
篇
数
の
わ
ず
か
五
%
に
過
ぎ
な
い
。
こ

う
し
た
状
況
を
考
え
れ
ば
、
「
萄
都
賦
し
へ
の
言
及
が
二
百
年
以
上
の
間
見
え
ず
、
「
揚
雄
賦
十
二
篇
」
に
数
え
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か

不
明
な
こ
と
は
、
決
し
て
不
自
然
な
こ
と
と
は
言
え
ま
い
。
む
し
ろ
楊
雄
の
作
品
は
、
他
の
作
家
に
比
べ
て
そ
の
多
く
が
伝
わ
っ
て
い

ま
り
が
篇
名
さ
え
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
と
さ
え
見
な
せ
よ
う
。

輯

以
上
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
っ
局
都
賦
L

の
『
古
文
苑
』
以
外
の
宋
代
以
前
の
書
物
に
引
用
さ
れ
た
部
分
は
、
楊
雄
の
作
品

で
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
古
文
苑
』
も
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
収
録
作
品
へ
の
信
頼
が
回
復
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
古
文
苑
』
の
み
が
収
録
す
る
部
分
を
み
だ
り
に
疑
う
こ
と
も
慎
み
た
い
と
思
う
。

126 第

「
冒
都
賦
」
と
都
邑
賦

次
に
楊
雄
「
萄
都
賦
し
の
内
容
を
確
認
し
、
文
学
史
上
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
前
節
に
示
し
た
守
古
文
苑
』
以
外

の
書
物
に
引
用
さ
れ
た
部
分
を
一
瞥
す
る
と
、
「
萄
都
賦
」
に
述
べ
ら
れ
る
内
容
は
、
局
と
い
う
地
域
、
都
市
の
概
況
で
あ
り
、
産
物

や
景
観
、
生
活
や
物
品
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
い
か
に
も
漢
賦
ら
し
い
物
づ
く
し
表
現
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
特
に
物
づ

く
し
に
よ
っ
て
列
挙
さ
れ
る
の
は
、
鉱
物
、
動
物
、
魚
類
、
山
脈
、
河
川
、
竹
林
、
海
獣
、
門
、
橋
、
樹
木
、
花
井
、
布
白
巾
、
珍
味
佳

肴
、
節
目
の
嘉
会
催
事
と
い
っ
た
類
で
あ
り
、
萄
に
見
ら
れ
る
稀
少
な
種
名
や
品
名
な
ど
を
数
え
上
げ
、
詳
細
な
描
写
を
繰
り
広
げ
て

究研文人
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こ
の
「
萄
都
賦
」
は
、
小
論
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
国
都
や
地
方
都
市
を
主
題
と
す
る
都
邑
賦
の
先
駆
け
と
す
る
評
価
が
な
さ
れ
て

き
た
。
た
と
え
ば
郭
維
森
・
許
結
『
中
固
辞
賦
発
展
史
』
は
、
「
萄
都
賦
」
を
最
も
早
い
都
邑
賦
と
位
置
づ
け
、
王
青
『
拐
雄
坪
伶
』

も
京
都
賦
の
先
駆
け
で
あ
る
と
号
一
日
ノ
o

更
に
簡
宗
梧
『
漢
賦
史
論
』
や
高
一
衣
っ
商
況
都
邑
賦
述
沿
」
に
至
っ
て
は
、
前
漢
唯
一
の
京

都
賦
と
し
て
、
漢
賦
の
題
材
に
新
た
な
領
域
を
開
い
た
も
の
と
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
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確
か
に
前
漢
に
お
い
て
都
邑
を
主
題
と
す
る
大
賦
は
、
楊
雄
「
萄
都
賦
し
の
ほ
か
に
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
後
漢
以
後
、
班
固
「
両
都

賦
」
、
張
衡
「
両
京
賦
」
、
左
思
「
三
都
賦
」
と
い
っ
た
大
作
が
相
継
い
で
生
み
出
さ
れ
た
の
で
、
楊
雄
「
萄
都
賦
」
を
こ
れ
ら
一
連
の

名
作
に
先
立
つ
作
品
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
っ
萄
都
賦
」
に
新
た
な
領
域
を
聞
い
た
都
邑
賦
の
濫
鱒
と
ま
で
高

い
評
価
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
少
し
く
慎
重
で
あ
り
た
い
。
な
ぜ
な
ら
模
倣
作
家
と
呼
ば
れ
、
過
半
の
作
品
が
何
ら
か
の
粉
本

を
も
っ
楊
雄
の
作
品
に
あ
っ
て
、
「
濁
都
賦
」
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
領
域
を
聞
い
た
作
と
断
ず
る
か
ら
に
は
、
相
応
の
根
拠
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
都
邑
賦
と
い
え
ど
も
突
然
に
発
明
さ
れ
た
筈
は
な
い
の
で
、
何
ら
か
の
関
連
作
品
や
先
行
作
品

を
見
出
す
こ
と
は
可
能
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
は
「
局
都
賦
」
に
先
行
し
、
ま
た
関
連
す
る
作
品
を
文
学
史
上
に
尋
ね
、

楊雄「萄都賦」と都邑賦

都
邑
賦
の
淵
源
を
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
「
萄
都
賦
」
の
内
容
や
表
現
に
影
響
を
与
え
た
先
行
作
品
と
し
て
、
司
馬
相
如
(
前
一
七
九
1
前
一
一
七
)
「
子
虚
・
上
林
の

賦
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
司
馬
相
如
「
子
虚
・
上
林
の
賦
」
は
、
雲
夢
沢
と
上
林
苑
の
さ
ま
を
描
写
し
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
、
特
に

も
の
づ
く
し
表
現
を
用
い
る
点
が
「
萄
都
賦
L

に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
風
物
を
主
題
の
一
っ
と

す
る
点
も
「
局
都
賦
」
に
近
い
。
し
か
し
「
子
虚
・
上
林
の
賦
」
は
、
問
答
体
を
用
い
、
虚
構
を
交
え
、
芝
居
が
か
っ
た
娯
楽
性
を
も

っ
点
、
「
萄
都
賦
」
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
内
容
も
雲
夢
沢
・
上
林
苑
の
叙
景
表
現
よ
り
狩
猟
場
面
を
活
写
す
る
こ
と
に
主
眼

が
置
か
れ
て
い
る
。
「
子
虚
・
上
林
の
賦
」
は
都
口
巴
賦
と
は
方
向
性
が
異
な
り
、
い
さ
さ
か
隔
た
り
が
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
萄
都
賦
」
を
京
都
賦
の
先
駆
け
と
す
る
論
者
の
あ
る
こ
と
を
既
に
述
べ
た
が
、
そ
も
そ
も
「
萄
都
賦
」
は
、
題
名
に
「
萄
都
」
と

冠
し
て
は
い
て
も
、
「
萄
都
」
す
な
わ
ち
成
都
は
前
漢
当
時
、
地
方
の
一
都
市
に
過
ぎ
な
い
。
国
都
に
比
肩
す
る
よ
う
な
漢
中
の
大
都

市
と
は
異
な
る
。
前
漢
二
百
年
の
開
に
成
都
と
長
安
と
の
行
き
来
は
増
え
た
も
の
の
、
当
時
の
局
は
な
お
後
進
地
域
で
あ
っ
た
。
前
漢

中
期
に
あ
っ
て
司
馬
相
如
が
萄
の
開
発
に
腐
心
し
た
こ
と
は
、
『
史
記
』
司
馬
相
如
伝
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
京
都

賦
で
あ
る
「
両
都
賦
」
寸
両
京
賦
」
は
、
長
安
と
洛
陽
の
優
劣
を
論
じ
、
国
家
問
題
で
あ
っ
た
遷
都
論
を
説
く
。
そ
し
て
「
一
二
都
賦
L



は
三
国
期
そ
れ
ぞ
れ
の
国
都
を
活
写
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
比
べ
、
楊
雄
「
局
都
賦
」
が
規
模
の
上
で
見
劣
り
す
る
こ
と
は
否
め
な

い
の
で
あ
る
。

126 輯

「
萄
都
賦
」
同
様
に
地
方
都
市
名
を
題
名
と
す
る
辞
賦
と
し
て
、
後
漢
前
期
に
は
班
彪
(
三

1
五
回
)
「
翼
州
賦
」
、
中
期
に
は
張
衡

「
南
都
賦
L

が
あ
る
。
「
翼
州
賦
」
は
、
『
水
経
注
』
巻
九
、
『
芸
文
類
緊
』
巻
六
・
巻
二
八
ほ
か
に
二
百
字
余
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
侠
文
で
あ
る
。
翼
州
(
現
在
の
河
北
省
・
山
西
省
周
辺
)
に
赴
く
こ
と
と
な
り
、
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
ど
も
を
詠
う
、
叙
情
的
な
内
容

で
あ
る
。
篇
名
を
「
瀞
居
賦
」
と
す
る
文
献
も
あ
り
、
ま
た
班
彪
が
糞
州
に
赴
い
た
形
跡
の
な
い
点
か
ら
も
、
地
方
都
市
を
様
々
な
角

度
よ
り
描
写
す
る
都
邑
賦
と
は
距
離
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

張
衡
「
南
都
賦
」
は
『
文
選
』
巻
四
に
収
め
ら
れ
、
楊
雄
「
局
都
賦
」
に
非
常
に
近
い
構
成
・
内
容
を
も
っ
作
品
で
あ
る
。
作
者
張

衡
の
郷
里
南
陽
(
現
在
の
河
南
省
南
陽
市
)
を
領
え
る
の
に
、
「
萄
都
賦
L

同
様
に
地
域
、
都
市
の
概
況
、
産
物
や
景
観
、
生
活
や
物

品
を
物
づ
く
し
表
現
に
よ
っ
て
描
写
す
る
。
列
挙
さ
れ
る
の
も
、
鉱
物
、
動
物
、
魚
類
、
山
脈
、
河
川
、
竹
林
、
海
獣
、
樹
木
、
花

井
、
珍
味
佳
肴
な
ど
、
ほ
ほ
「
萄
都
賦
」
に
重
な
る
。
ま
た
語
棄
の
面
で
も
「
萄
都
賦
」
と
重
な
る
語
は
非
常
に
多
く
、
筆
者
の
「
楊

雄
「
萄
都
賦
L

現
存
在
し
で
も
注
で
指
摘
し
た
。
た
だ
し
後
半
部
に
な
る
と
両
作
の
違
い
は
際
立
っ
て
い
る
。
「
南
都
賦
」
は
、
酒
宴
の

描
写
が
委
曲
を
尽
く
し
て
お
り
、
狩
猟
場
面
を
描
き
、
そ
し
て
南
陽
の
出
身
で
あ
る
光
武
帝
を
領
え
、
行
幸
を
求
め
て
い
る
。
「
南
都

賦
L

の
中
心
が
後
半
に
あ
る
と
考
え
る
な
ら
、
「
回
初
都
賦
」
よ
り
一
歩
踏
み
出
し
た
都
邑
賦
と
言
え
る
。

以
上
の
作
品
の
ほ
か
に
「
萄
都
賦
」
に
前
後
す
る
時
期
の
地
方
都
市
を
詠
っ
た
辞
賦
は
見
出
せ
な
い
。
た
だ
し
少
し
く
題
材
の
範
囲

を
広
げ
、
地
方
の
都
市
で
は
な
く
、
山
陵
や
園
固
な
ど
風
景
を
描
く
叙
景
賦
を
探
し
て
み
る
と
、
少
な
か
ら
ぬ
作
品
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
と
え
ば
枚
乗

(
?
j前
一
回

O
)
「
梁
王
菟
園
賦
」
、
司
馬
相
如
「
梓
桐
山
賦
」
、
杜
篤

(
?
1
七
二
)
「
首
陽
山
賦
」
、
班
固

(一二二

1
九
二
)
「
終
南
山
賦
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
い
ず
れ
も
侠
丈
で
あ
り
、
完
全
に
は
遣
っ
て
い
な
い
。
「
梁
王
菟
園

賦
」
は
『
古
文
苑
』
巻
三
に
五
百
字
ほ
ど
収
め
ら
れ
、
「
梓
栴
山
賦
」
は
『
玉
篇
』
巻
一
一
一
一
に
二
字
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
「
首
陽
山
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賦
」
は
『
芸
文
類
緊
』
巻
七
、
「
終
南
山
賦
」
は
『
初
学
記
』
巻
五
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
字
前
後
が
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
各
地

の
山
陵
や
国
間
の
描
写
を
内
容
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に

3
俣
主
目
芸
文
志
・
詩
賦
略
・
雑
賦
を
見
る
と
、
「
雑
山
陵
水
泡
雲
気
雨
皐
賦
十
六
篇
L

が
録
さ
れ
て
お
り
、
沈
欽
韓

『
漢
書
疏
証
』
は
こ
の
条
に
、
「
『
古
文
苑
』
有
董
仲
箭
「
山
川
煩
」
O
L

と
注
し
て
い
る
。
董
仲
静
「
山
川
領
」
は
『
古
文
苑
』
巻
十
二

の
ほ
か
、
『
春
秋
繁
露
』
巻
十
六
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
山
陵
と
河
川
を
詠
む
頓
辞
で
あ
る
。
領
、
は
賦
と
性
質
が
近
く
、
し
ば
し
ば
題

名
に
お
い
て
も
通
用
さ
れ
る
た
め
、
沈
欽
韓
は
「
山
川
頓
L

を
山
陵
・
水
泡
を
詠
う
賦
に
数
え
た
の
で
あ
ろ
う
o

「
雑
山
陵
水
泡
雲
気

雨
皐
賦
」
は
十
六
篇
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
に
は
董
仲
静
の
作
の
他
に
も
山
陵
賦
の
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
詩
賦
略
・
雑

賦
に
は
「
雑
四
夷
及
兵
賦
二
十
篇
」
と
い
う
著
録
も
あ
る
。
そ
の
名
か
ら
東
西
南
北
の
異
域
の
景
物
も
辞
賦
の
題
材
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
量
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
詩
賦
略
・
雑
賦
に
「
雑
都
邑
賦
」
ゃ
っ
雑
京
都
賦
」
と
い
っ
た
著
録
の
存
し
な
い
こ

と
か
ら
、
前
漢
に
お
い
て
都
邑
賦
・
京
都
賦
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
制
作
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
『
陪
書
』
経
籍
志
に
な
っ

て
「
雑
都
賦
十
一
巻
L

が
著
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
萄
都
賦
」
に
先
行
す
る
都
邑
賦
が
見
出
し
難
い
と
す
れ
ば
、
叙
景
賦
を
都
邑
賦
の
淵
源
の
一
つ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
叙
景
賦
は

内
容
・
主
題
が
山
陵
や
園
固
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
叙
景
表
現
を
積
み
重
ね
て
全
体
を
構
成
す
る
点
が
一
致
す
る
。
「
萄
都
賦
し
に

つ
い
て
述
べ
た
通
り
、
都
邑
賦
は
地
域
・
都
市
の
概
況
を
説
き
、
産
物
や
景
観
、
生
活
や
物
品
に
つ
い
て
描
写
を
重
ね
て
い
く
。
叙
景

賦
も
地
域
の
概
況
、
景
観
、
産
物
に
つ
い
て
描
き
出
す
か
ら
、
都
邑
賦
の
一
部
分
を
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
叙
景
賦
に
欠
け
る
の

は
、
都
市
の
活
況
や
人
々
の
生
活
を
描
く
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
新
た
に
加
え
た
の
が
都
邑
賦
の
特
色
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し

て
都
市
の
描
き
方
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
都
市
の
繁
栄
を
誇
り
、
都
会
生
活
の
愉
悦
を
述
べ
る
都
市
称
讃
の
辞
が
繰
り
出
さ
れ
て
い
る
。

叙
景
賦
に
は
な
い
が
、
都
邑
賦
・
京
都
賦
の
特
色
で
あ
る
都
市
称
讃
の
辞
を
も
っ
点
、
「
萄
都
賦
」
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
が
あ

る
。
そ
こ
で
次
に
「
萄
都
賦
し
の
煩
辞
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

楊雄「萄都賦」と都邑賦



三
、
「
覇
都
賦
」
と
楊
雄
の
煩
辞

「
局
都
賦
」
に
つ
い
て
、
楊
雄
が
郷
里
の
萄
を
称
讃
す
る
領
辞
と
し
て
の
性
格
を
重
視
す
る
評
価
は
、
葉
幼
明
司
新
語
揚
子
雲
集
』

や
林
貞
愛
『
揚
雄
集
校
注
』
に
見
え
る
。
両
著
は
「
萄
都
賦
し
を
、
局
の
形
勝
、
物
産
、
生
活
を
描
き
出
し
、
局
地
の
魅
力
を
称
え
る

も
の
と
す
る
。
「
萄
都
賦
」
を
平
静
に
読
め
ば
、
こ
の
評
価
は
至
極
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
に
は
萄
の
魅
力
を
説
く
言

辞
が
羅
列
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
訊
諌
や
批
判
的
な
語
が
全
く
見
出
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

輯

「
罫
都
賦
」
が
領
辞
と
し
て
の
性
格
の
色
濃
く
も
つ
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
辞
賦
と
領
の
性
格
が
時
と
し
て
非
常
に
近
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
、
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
更
に
、
楊
雄
が
成
都
に
ほ
ど
近
い
広
漠
郡
の
綿
竹

と
い
う
街
に
つ
い
て
、
領
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
綿
竹
頓
」
は
供
し
て
い
る
が
、
『
文
選
』
甘
泉
賦
の
作
者
名
に
付

さ
れ
た
李
周
翰
注
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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楊
雄
家
貧
好
向
学
、
毎
制
作
、
慕
相
如
之
丈
。
嘗
作
っ
牒
竹
額
L

。
成
帝
時
、
直
宿
郎
楊
荘
諦
此
文
。
帝
日
「
此
似
相
如
之
丈
。
L

荘
日
「
非
也
。
此
臣
邑
人
楊
子
雲
。
L

帝
剖
召
見
拝
矯
黄
門
侍
郎
。

楊
雄
家
貧
し
く
学
を
好
み
、
制
作
す
る
毎
に
、
相
如
の
文
を
慕
ふ
。
嘗
て
「
牒
竹
墳
L

を
作
る
。
成
帝
の
時
、
直
宿
郎
楊
荘
此

の
文
を
諦
す
。
帝
日
は
く
「
此
れ
相
如
の
文
に
似
た
り
L

と
。
荘
日
は
く
「
非
な
り
。
此
れ
臣
の
邑
人
楊
子
雲
な
り
」
と
。
帝
即

人

ち
召
見
し
て
拝
し
て
黄
門
侍
部
と
為
す
。

344 (9) 

こ
の
丈
に
よ
る
と
、
楊
雄
が
作
っ
た
「
綿
竹
領
」
を
楊
荘
な
る
人
物
が
朗
謂
し
た
の
に
成
帝
が
関
心
を
示
し
、
楊
雄
を
引
見
す
る
に

至
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
件
、
こ
と
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
楊
雄
が
上
京
す
る
前
に
綿
竹
を
た
た
え
る
頓
を

作
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
楊
荘
は
楊
雄
と
同
邑
で
あ
る
と
言
う
か
ら
っ
綿
竹
額
L

は
、
局
で
も
よ
く
朗
-
請
さ
れ
た
の
で
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あ
ろ
う
。
墳
は
辞
賦
と
性
格
が
近
い
か
ら
、
「
萄
都
賦
」
も
こ
の
「
綿
竹
額
」
に
似
た
性
格
を
も
っ
作
品
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
糞
克
昌
他
『
全
波
賦
坪
注
』
も
、
楊
雄
「
萄
都
賦
」
に
つ
い
て
こ
の
李
周
翰
注
を
引
き
、
「
萄
都
賦
」
を
「
綿
竹
領
」
と
同
時
期

の
「
歌
領
之
賦
」
と
断
じ
て
い
る
。

楊雄「萄都賦」と都邑賦

こ
こ
で
更
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
楊
雄
が
上
京
前
、
萄
に
在
っ
て
「
萄
」
や
「
綿
竹
L

の
ほ
か
に
郷
里
に
つ
い
て
作
っ
て
い
た
作
品

で
あ
る
。
「
答
劉
散
書
L

に
「
成
都
城
四
隅
銘
L

を
作
っ
た
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
寸
成
都
城
四
隅
銘
L

も
供
し
て
伝
わ
ら
な
い

が
、
題
名
か
ら
推
し
て
成
都
の
都
城
に
対
す
る
銘
文
で
あ
る
。
四
隅
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
作
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
銘
と
い
う
文

体
に
も
様
々
あ
る
が
、
成
都
城
と
あ
る
か
ら
器
物
銘
や
室
銘
で
は
な
く
山
川
銘
の
類
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
成
都
城
を
称
讃
す
る
辞
が

含
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。

こ
う
し
て
見
る
と
楊
雄
は
、
「
萄
都
賦
」
「
綿
竹
領
」
「
成
都
城
四
隅
銘
」
と
郷
里
を
称
讃
す
る
辞
を
様
々
な
文
体
で
制
作
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
の
多
寡
や
文
辞
の
長
短
、
そ
の
日
的
に
よ
っ
て
文
体
を
使
い
分
け
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
更
に
は
こ
の
よ

う
な
叙
景
文
の
制
作
が
、
後
の
「
十
二
州
歳
」
作
成
へ
と
展
開
し
た
可
能
性
を
も
指
摘
で
き
よ
う
。

四
、
都
邑
賦
・
叙
景
賦
の
作
者
と
読
者

以
上
の
よ
う
に
京
都
賦
を
離
れ
て
地
方
都
市
や
叙
景
の
賦
に
目
を
移
す
と
、
「
萄
都
賦
」
の
領
辞
と
し
て
の
性
格
が
よ
り
明
確
に
な

る
。
「
局
都
賦
」
が
本
来
有
し
た
性
格
と
し
て
、
作
者
が
局
と
い
う
一
地
方
に
在
っ
て
郷
里
を
称
讃
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
点
が
認

め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
次
に
は
局
の
よ
う
な
地
方
都
市
で
行
な
わ
れ
た
文
学
者
の
活
動
へ
の
注
意
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
以
下
で
は
い
く
つ

か
の
地
方
に
つ
い
て
都
邑
賦
・
叙
景
賦
の
制
作
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
萄
出
身
の
作
家
に
は
司
馬
相
如
、
王
褒
、
楊
雄
が
お
り
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
篇
、
十
六
篇
、
十
二
篇

が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
局
は
一
地
方
都
市
で
あ
り
な
が
ら
辞
賦
作
家
を
排
出
し
た
地
域
で
あ
る
。
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
ぞ
れ
後
を



追
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局
の
ほ
か
に
辞
賦
を
中
心
と
す
る
文
学
作
品
の
量
産
さ
れ
た
地
方
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
呉
と
梁
で
あ
る
o

『
漢
書
』
地
理
志
・

下
に
拠
れ
ば
、
呉
の
寿
春
・
合
肥
に
は
屈
原
が
放
逐
さ
れ
、
宋
玉
・
唐
勅
が
こ
れ
を
慕
っ
た
と
言
い
、
後
に
呉
王
湧
(
前
一
一
一
五
j
前

一
五
四
)
が
治
め
る
と
、
枚
乗
や
郷
陽
・
厳
夫
子
(
荘
忌
)
ら
の
作
家
を
招
い
て
文
学
集
屈
が
形
成
さ
れ
た
。
更
に
惟
南
王
劉
安
(
前

一
七
九

1
前
一
一
一
一
一
)
も
寿
春
を
都
と
し
て
賓
客
を
招
き
、
書
物
を
著
わ
し
た
と
一
吉
史
ノ
o

こ
の
地
域
は
『
楚
辞
』
を
よ
く
受
け
継
ぎ
、

多
数
の
作
家
が
集
っ
た
場
所
と
言
え
よ
う
。
寿
春
・
合
肥
は
現
在
の
安
徽
省
の
六
安
市
・
合
肥
市
に
当
た
る
。
『
漢
書
』
芸
文
志
に
は

屈
原
賦
二
五
篇
、
唐
勤
賦
四
篇
、
宋
玉
賦
十
六
篇
、
枚
乗
賦
九
篇
、
荘
忌
賦
二
四
篇
、
准
南
王
賦
八
二
篇
、
准
南
王
群
臣
賦
四
四
篇
が

126 

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

第

梁
(
現
在
の
山
東
省
西
部
か
ら
河
南
省
東
部
)
に
は
ま
ず
呉
王
樟
の
下
に
い
た
枚
乗
・
都
陽
・
荘
思
ら
が
集
っ
た
。
彼
ら
は
呉
王
湧

に
謀
叛
の
意
図
あ
る
を
察
し
、
梁
孝
王
(
前
一
八
六
j
前
一
四
四
)
の
下
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
学
集
団
を
慕
い
、
後
に
司
馬

相
如
も
梁
に
赴
い
て
い
る
。

以
上
に
列
挙
し
た
作
家
に
つ
い
て
『
漢
書
』
芸
文
志
が
詩
賦
略
に
著
録
し
た
辞
賦
の
数
を
合
計
し
て
み
る
と
、
萄
の
作
家
は
三
家

五
七
篇
、
旦
ハ
が
七
家
二

O
四
篇
で
あ
る
。
漢
志
・
詩
賦
略
所
収
の
辞
賦
は
七
人
家
千
四
篇
で
あ
る
か
ら
、
賓
と
呉
の
十
家
で
四
分
の
一

の
篇
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
秦
の
作
と
し
て
屈
原
・
唐
勅
・
宋
玉
の
作
四
五
篇
を
除
い
て
も
、
二
百
篇
を
下
ら
な
い
。
漢

代
辞
賦
と
言
え
ば
、
宮
廷
文
学
と
し
て
皇
帝
に
献
上
さ
れ
た
作
品
ば
か
り
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
地
方
に
お
け
る
創
作
活
動
も
旺
盛
で

ゐ均，

7L 研文人

あ
っ
た
様
が
こ
こ
に
見
て
と
れ
よ
う
。

342 (11) 

し
か
し
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
漢
代
の
辞
賦
作
品
と
し
て
宮
廷
文
学
と
し
て
の
作
ば
か
り
が
思
い
浮
か
ぶ
理
由
こ
そ
、
注
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
宮
廷
文
学
作
品
ば
か
り
が
後
世
に
よ
く
伝
え
ら
れ
、
地
方
で
の
作
品
が
失
わ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
た
と
え

ば
司
馬
相
如
、
王
褒
、
楊
雄
、
枚
乗
・
都
陽
・
荘
己
山
、
准
南
王
劉
安
お
よ
び
准
南
王
群
臣
ら
の
現
存
す
る
作
品
を
見
て
み
る
な
ら
、
そ
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の
ほ
と
ん
ど
が
宮
廷
で
の
作
品
で
あ
る
。
あ
る
い
は
彼
ら
の
代
表
作
は
い
ず
れ
も
皇
帝
に
献
上
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
作
は
侠
文
が
多
く
、
漢
志
に
著
録
さ
れ
た
二

O
七
篇
の
う
ち
、
今
に
伝
わ
る
の
は
三
十
篇
に
満
た

な
い
。
一
方
、
地
方
で
作
ら
れ
た
作
は
、
小
論
で
言
及
し
た
「
梁
王
菟
園
賦
し
っ
梓
桐
山
賦
L

「
萄
都
賦
」
「
綿
竹
領
」
「
成
都
城
四
隅

銘
」
な
ど
の
よ
う
に
侠
文
ば
か
り
で
、
断
片
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
地
方
で
制
作
さ

れ
た
文
学
作
品
の
多
数
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
が
、
同
時
に
そ
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
の
困
難
も
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
残
念
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
は
漢
志
に
録
さ
れ
な
が
ら
も
後
に
失
わ
れ
た
百
七
十
数
篇
の
辞
賦
の
中
に
、
都
邑
賦
も
し
く
は
叙
景
の
賦
の
存

楊雄「萄都賦」と都邑賦

し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。

最
後
に
、
い
ま
一
度
楊
雄
「
萄
都
斌
」
に
立
ち
戻
り
、
作
品
制
作
の
目
的
に
つ
い
て
再
考
し
た
い
。
「
萄
都
賦
」
の
主
題
、
制
作
目

的
が
郷
土
称
讃
に
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
ま
た
、
「
綿
竹
頓
」
「
成
都
城
四
隅
銘
し
と
と
も
に
、
局
で
作
ら
れ
た
と
も
考
え
た
。
な

ら
ば
こ
の
作
品
の
読
者
・
聞
き
手
は
誰
で
あ
ろ
う
。
萄
に
あ
っ
て
局
へ
の
賛
歌
を
求
め
、
喜
ぶ
と
し
た
ら
、
「
萄
都
賦
」
の
中
に
も
見

え
る
萄
の
富
豪
や
権
勢
家
、
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
彼
ら
は
宮
廷
に
お
い
て
献
上
さ
れ
た
辞
賦
を
喜
ぶ
皇
帝
の
よ
う
な
人
物
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
気
取
っ
た
人
物
で
あ
る
。
枚
乗
よ
り
「
梁
王
菟
園
賦
」
を
献
呈
さ
れ
た
梁
孝
王
も
よ
く
似
た
立
場
に
あ
っ
た
。
「
濁
都

賦
」
も
、
「
萄
都
賦
」
に
描
か
れ
た
よ
う
な
宴
席
の
場
で
披
露
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
「
局
都
賦
」
と
い
う
作
品
は
、
作
り
手
も
受
け
手
も
郷
土
を
誇
り
、
讃
辞
に
気
を
高
ぶ
ら
せ
る
地
方
の
人
々
の
意
識
、
つ
ま
り
は

郷
土
愛
の
高
ま
り
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
萄
都
賦
し
の
よ
う
な
地
方
文
学
作
品
は
、
ま
ず
は
地
元
罫
の
人
々
の
聞
に
広
ま
り
、
楊
荘
が
寸
綿
竹
領
L

の
一
節
を
朗
諦
し
た
よ

う
に
、
後
に
は
朗
請
さ
れ
て
都
長
安
に
伝
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
作
者
が
上
京
後
に
改
め
て
長
安
の
人
士
に
示

す
こ
と
も
あ
り
え
る
。
し
か
し
都
の
人
々
に
は
、
「
萄
と
い
う
土
地
の
案
内
記
L

(

中
島
千
秋
『
賦
の
成
立
と
展
開
』
前
出
)
と
受
け
止

め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
に
左
思
(
二
五
O
?
1
三
O
五
?
)
が
、
楊
雄
寸
濁
都
賦
」
に
倣
い
、
同
名
の
「
萄
都
賦
」
を
著
し



た
。
「
貌
都
賦
」
「
呉
都
賦
」
と
合
わ
せ
左
思
の
「
三
都
の
賦
し
は
、
京
都
賦
の
流
れ
を
汲
む
大
作
で
あ
り
、
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し

め
た
。
し
か
し
斉
の
人
左
思
の
「
萄
都
賦
」
に
萄
へ
の
郷
土
愛
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。

注

1 

方
銘
「
拐
雄
賦
沿
L

(

守
中
国
文
学
研
究
』
一
九
九
一
年
一
期
、
湖
南
姉
高
大
学
)
は
、
「
局
都
賦
」
に
つ
い
て
『
漢
書
』
楊
雄
伝
を
含
め
当

時
の
言
及
が
な
い
こ
と
、
後
に
左
思
も
「
萄
都
斌
」
を
作
っ
て
い
な
が
ら
楊
雄
「
濁
都
賦
」
に
ふ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
偽
作
の
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る
。
王
青
『
拐
雄
坪
伶
』
(
二

0
0
0
年
、
南
京
大
学
出
版
社
)
第
六
章
第
二
君
、
「
拐
雄
的
大
賦
」
(
二
六
六
l
二
六
九
頁
)
は
、
「
萄

都
賦
」
の
真
偽
問
題
に
ふ
れ
た
中
で
、
『
古
文
苑
』
収
録
作
品
に
は
偽
作
が
多
く
、
「
萄
都
賦
し
も
そ
の
疑
い
が
あ
る
と
言
、
っ
。
郊
丈

J
勿
雄
文

集
筆
注
L

前
一
言
(
三

O
頁
、
二

0
0
0
年
、
巴
濁
有
社
)
は
、
収
録
す
る
の
が
『
古
文
苑
』
で
あ
る
か
ら
あ
ま
り
信
用
で
き
な
い
と
述
べ
、
同

書
で
は
「
萄
都
賦
」
を
本
文
に
収
め
ず
、
附
録
と
し
て
い
る

0

3
叫
斉
書
』
司
馬
膚
之
伝
に
「
好
讃
『
太
玄
経
』
、
又
注
揚
雄
「
萄
都
賦
」
o

毎
云
寸
我
欲
輿
揚
子
掛
一
百
周
旋
。
」
」
と
あ
る
。

「
揚
雄
賦
十
二
篇
」
に
つ
い
て
食
紀
東
「
《
双
志
・
涛
賦
略
》
ク
拐
雄
賦
。
鋒
秤
L

(

『
笈
旦
学
技
(
社
会
科
学
版
)
L

二
O
O
二
年
第
三
期
)

は
、
「
甘
泉
斌
」
「
河
東
賦
」
っ
校
猟
賦
L

「
長
楊
賦
」
「
反
離
騒
」
「
広
騒
L

「
畔
牢
愁
」
「
解
明
し
「
解
難
L

「
酒
賦
(
酒
蔵
)
」
「
趨
充
国
頒
」
及
び

「
玉
侭
領
」
か
「
綿
竹
煩
」
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
て
い
る
。

釜
(
克
昌
等
『
全
波
賦
坪
注
』
(
二

O
O
三
年
、
花
山
丈
Z
出
版
社
)
に
は
前
漢
部
分
の
作
と
し
て
六
七
篇
、
費
振
剛
等
司
全
漠
賦
校
注
』

(二

O
O
五
年
、
庚
東
教
育
出
版
社
)
は
七
三
篇
を
収
録
し
て
い
る
。

阿
部
順
子
「
『
古
文
苑
』
の
成
主
日
年
代
と
そ
の
出
庭
」
(
二

O
O
一
年
、
『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
三
号
)
、
王
腕
時
間
え
古
文
苑
》
沿
稿
L

(一一

O
一
O
年
、
人
民
出
版
社
)
な
ど
。

郭
維
森
・
許
結
『
中
園
僻
賦
設
展
史
』
(
一
九
九
六
年
、
江
蘇
教
育
出
版
社
、
第
三
章
三
節
三
、
都
邑
賦
輿
宮
観
賦
的
興
起
、
一
五
一
一
良
)

は
「
今
存
最
早
的
都
邑
賦
是
揚
雄
的
《
濁
都
賦
》
、
賦
中
潟
了
易
地
交
通
不
便
、
奥
外
地
隔
絶
、
然
其
山
川
形
勝
物
産
豊
鏡
、
有
足
誇
耀
者
。
L

と
述
べ
、
王
青
司
拐
雄
坪
伶
』
(
前
出
、
二
六
六
頁
)
は
「
迭
篇
作
子
入
京
之
前
的
大
賦
ロ
虫
有
模
佑
司
弓
相
如
的
痕
誠
一
、
但
在
賦
史
上
的
地
位

輯126 第
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也
不
容
忽
祝
。
七
本
マ
写
局
郡
成
都
、
汗
了
后
来
京
都
大
邑
賦
的
先
河
。
し
と
言
、
っ
。

7

衛
宗
梧
『
漠
賦
史
論
』
(
一
九
九
三
年
、
東
大
図
書
公
司
、
一
五
九
百
九
)
は
、
「
京
都
是
漢
賦
的
主
要
題
材
、
不
過
寓
京
都
的
賦
篇
是
大
盛
於

東
漢
以
後
:
:
:
在
西
漢
之
世
、
寓
都
城
的
賦
篇
、
就
只
有
揚
雄
的
〈
萄
都
賦
〉
了
。
所
以
他
的
〈
萄
都
賦
〉
、
不
但
開
風
気
之
先
、
矯
漢
賦
題

材
開
後
新
領
域
、
也
潟
以
後
左
恩
〈
萄
都
賦
〉
所
本
、
因
此
就
賦
史
而
言
、
官
自
有
其
重
要
地
位
。
」
と
一
言
、
っ
。
高
一
次
「
丙
双
都
邑
賦
述
恰
L

(
『
文
学
遺
戸
』
二

O
O
二
年
第
六
期
、
『
文
学
遺
立
「
』
繍
輯
部
)
は
、
「
局
都
賦
」
に
つ
い
て
「
迭
篇
賦
愚
是
偶
一
方
之
、
但
在
双
代
都
邑
賦
的

創
作
演
遊
辻
程
中
具
有
首
牙
以
都
邑
方
創
作
題
材
先
例
的
功
績
、
成
方
。
都
ロ
巴
斌
。
的
濫
筋
。
」
と
一
吉

T
ノ。

8

中
島
千
秋
『
賦
の
成
立
と
展
開
』
(
一
九
六
三
年
、
関
洋
紙
庖
印
刷
所
)
は
、
「
局
都
斌
」
に
つ
い
て
「
こ
う
し
た
物
づ
く
し
的
列
挙
は
「
子

虚
、
上
林
の
賦
し
と
同
じ
で
、
楚
の
雲
夢
や
上
林
苑
を
う
た
う
の
と
同
じ
調
子
で
あ
る
。
L

と
述
べ
て
い
る
(
第
五
章
四
節
、
両
都
賦
の
系

統
、
三
人
七
頁
)
。
王
青
「
拐
雄
坪
伶
』
も
「
有
模
佑
司
弓
相
如
的
痕
紘
一
、
但
在
斌
史
上
的
地
位
也
不
容
忽
視
o
」
と
言
、
つ
(
本
稿
、
注
6
参

照
)

0

9

司
馬
相
如
「
梓
桐
山
賦
」
は
、
「
玉
篇
』
巻
一
一
一
一
「
硝
L

字
条
に
つ
司
馬
相
如
寸
梓
桐
山
賦
」
云
「
磯
硝
」

0

」
と
あ
る
。
梓
桐
山
は
、
局
に

隣
接
す
る
広
漠
郡
の
梓
津
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
(
半
庶
春
「
司
弓
相
如
巴
萄
行
遮
考
沿
」
、
『
迂
末
学
院
学
扱
(
社
会
科
学
版
)
』
十
巻
五
期
、

二
O
O
八
年
)

0

「
磯
硝
」
と
い
う
語
は
山
の
貌
と
『
集
韻
』
巻
六
・
硝
に
あ
る
か
ら
、
寸
梓
桐
山
賦
」
が
山
容
を
描
写
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ

ら
れ
る
。

m
万
光
治
『
双
斌
通
治
(
培
、
可
本
)
』
(
二

O
O
四
年
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
)
は
、
「
第
六
章
・
双
代
領
勢
簸
銘
与
賦
同
体
弄
用
」
を
立

て
、
そ
の
第
一
に
「
頒
」
と
「
賦
」
の
近
い
こ
と
を
詳
述
し
て
い
る
。

日
葉
幼
明
『
新
誇
揚
子
雲
集
』
(
一
九
九
七
年
、
二
一
民
主
閏
局
、
三
頁
)
は
、
「
〈
四
割
都
賦
〉
就
是
描
窮
萄
都
。
賦
中
、
描
述
丁
目
判
都
的
地
理
位

置
、
山
川
形
勝
;
讃
美
了
易
都
的
物
産
豊
富
、
貿
易
後
達
、
風
俗
淳
厚
、
入
門
生
活
富
裕
愉
快
;
表
現
了
作
者
揚
雄
封
其
家
郷
山
水
人
情
的
熱

愛
輿
讃
領
。
」
と
一
言
、
っ
。
林
貞
愛
守
揚
雄
集
校
注
』
(
ニ

O
O
一
年
、
四
川
大
学
出
版
社
、
五
百
九
)
は
、
「
七
(
筆
者
注
:
局
都
賦
)
描
給
了
易

国
的
形
成
及
其
歴
史
繁
遷
、
局
都
的
歴
史
沿
革
及
其
地
理
環
境
、
萄
地
的
風
土
人
情
及
其
生
活
習
俗
、
最
後
以
魚
℃
都
公
之
徒
的
措
耐
猟
之
幾
牧

尾
。
歌
頒
了
萄
国
的
富
鏡
美
麗
、
山
河
的
奇
偉
壮
観
、
物
産
的
極
大
豊
富
、
品
種
的
濁
特
繁
多
、
議
桑
業
的
悠
久
歴
史
、
田
明
錦
的
名
貴
及
工
義

的
精
美
、
人
民
的
勤
努
智
慧
、
風
俗
的
純
撲
敦
厚
等
。
」
と
一
言
、
っ
。

楊雄「萄都賦」と都邑賦



輯

ロ
盈
(
克
日
目
他
「
全
波
賦
坪
注
』
(
前
出
、
二
八
三
・
四
頁
)
に
寸
《
丈
逃
・
甘
泉
賦
》
李
周
翰
注
也
説
「
栃
雄
家
夕
、
好
学
、
毎
制
作
、
慕
相
如
之

文
、
昌
吉
作
《
拍
叩
竹
頒
V

。
成
帝
肘
、
夜
郎
栃
庄
涌
此
文
、
帝
日
「
此
似
相
如
之
丈
。
L

庄
日
「
非
也
。
此
邑
人
拐
子
云
。
」
帝
却
召
見
、
奔
方
昔
九

日
侍
郎
。
」
可
児
、
拐
雄
在
寓
汗
萄
都
成
都
之
前
、
慕
多
人
司
弓
相
如
辞
釆
、
写
了
一
些
頒
扮
家
多
的
作
品
、
《
萄
都
賦
》
也
当
作
子
此
肘
。

《
局
都
賦
》
与
拐
雄
子
元
延
元
年
到
京
州
方
郎
后
大
写
汎
油
開
的
傾
向
大
不
相
同
，
此
賦
鈍
属
歌
頒
之
賦
。
L

と
あ
る
。

日
格
斌
木
…
『
中
国
古
代
文
体
概
沿
(
培
、
訂
本
)
』
(
一
九
九
O
年
、
北
京
大
学
出
版
社
、
十
一
章
六
背
・
簸
銘
文
)
に
詳
し
い
。
ま
た
釜
谷
武
士
山

「
漢
貌
六
朝
に
お
け
る
「
銘
」
」
(
『
中
国
文
学
報
』
四
十
、
一
九
八
九
年
、
京
都
大
学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
)
は
、
銘
・
頒
・
簸

の
類
似
を
論
じ
て
い
る
。

日
生
卒
年
を
一
不
す
と
、
司
馬
相
如
は
前
一
七
九

1
前
一
一
七
、
王
褒
は
生
卒
年
不
詳
だ
が
宣
帝
期
(
前
七
三

1
前
回
九
)
の
人
、
楊
雄
は
前

五
三
j
後
一
八
で
あ
る
。

日
♂
豊
中
国
』
地
理
志
・
下
の
記
事
は
以
下
の
通
り
o

「
寄
春
・
合
肥
受
南
北
湖
皮
革
・
飽
・
木
之
輪
、
亦
一
都
合
百
也
。
始
楚
賢
臣
屈
原
被
議
放

流
、
作
離
騒
諸
賦
以
自
傷
悼
。
後
有
宋
玉
・
唐
勅
之
属
慕
而
述
之
、
皆
以
額
名
。
漢
興
、
高
祖
王
兄
子
湧
於
呉
、
招
致
天
下
之
娯
砂
子
弟
、
枚

乗
・
郷
陽
・
巌
夫
子
之
徒
輿
於
文
・
景
之
際
。
而
准
南
王
安
亦
都
害
春
、
招
賓
客
著
書
。
而
呉
有
巌
助
・
朱
買
臣
、
且
頁
額
漢
朝
、
文
辞
並
護
、

故
世
惇
楚
辞
。
」

日
梁
孝
王
の
文
学
集
団
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
梁
孝
王
世
家
、
司
同
』
司
馬
相
如
列
伝
、
『
漢
書
』
買
那
枚
路
伝
に
拠
る
。

げ
な
お
発
宋
芝
『
丙
波
文
学
地
域
性
研
究
』
(
二

O
二
一
年
、
四
川
師
範
大
学
博
士
学
位
論
文
)
も
、
地
方
で
活
躍
し
た
両
漢
の
文
学
者
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
る
。
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